
津市民文化祭参加事業 
 
第 143 回津文化協会文化講演会  
第 105 回文化講演会？「発見塾」三重大学シリ－ズ 

 
演 題 「鳥羽の海女集落の景観～まちに活気を生み出すヒミツとは？～」 
 

講 師 大井 隆弘 氏 三重大学工学研究科 助教 
 

日 時  令和 5 年 1 月 28 日（土）13:30～15:00 
会 場  津リージョンプラザ 1Ｆ中央保健センター待合ホール 
                   津市西丸之内 23－1   

                                     
主 催 津市民文化祭実行委員会 
主 管 津文化協会 
後 援 三重大学   三重ふるさと新聞社 
？「発見塾」ホ－ムペ－ジ http://www.mie-u.ac.jp/hakugaku/hakken/index.html 
連絡先   ＴＥＬ 090-1236-1144 （辻本 當） 
※津文化協会では会員を募集しています。 
当協会事務局または？『発見塾』開催時、受付までお申込み下さい。 

※感染症等予防ためご来場の際は手指のアルコール消毒、咳エチケットマスク着用、検温等に 
 ご協力ください。 
※講演会が中止になった場合は津市ホームページ、上記発見塾ホームページ等でお知らせします。 
※講演会会場は土足禁止になっています。履物の収納は会場入り口設置の下駄箱をご利用ください。 

   鳥羽・志摩は、日本で最も海女漁が盛んな地域です。令和元年に「海女（Ａｍａ）に

出逢えるまち 鳥羽・志摩～素潜り漁に生きる女性たち」が日本遺産に認定されるなど、

今後ますます海女さんに注目した観光やまちづくりが進められようとしています。し

かし、海女集落らしい景観とは、いったいどのようなものでしょうか。この疑問を解

くヒントは、海女さんたちの「にぎやかさ」。この講義では、鳥羽市の海女集落として、

石鏡、国崎、相差、答志、和具、菅島、神島という 7つの集落について、地形、集落構

造、民家の特徴、生業や祭りなどを通して、海女集落の景観の捉え方を確認した上で、

まちに活気を生み出す景観上のヒミツに迫ります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入場無料 
事前申込不要 


